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 いよいよ4年間の議員の任期も残すとこ

ろわずかとなりました。これまで、議会で

取り組んできたこと、市民の方々の要求が

実現できたことなどご紹介します。 

地震により解体となった「東区生活相談所」が、新生 2

丁目に再出発しました。どうぞ気楽にお立ち寄りくださ

い。 

場所：東区新生 2 丁目 5-18 ハイツふかだ１階南側 

電話：368-6645 368-6648  FAX：368-6648 

 

暮らし・教育・医

療・生活保護など、

お困りがあれば何

でもご相談くださ

い。弁護士による無

料法律相談も毎月

行っています。 

◆ 国民健康保険料の引き下げや減免制度の拡充 

◆ 介護保険料の軽減、サービスの拡充 

◆ さくらカードをよりよい制度へ 

◆ 震災被災者の支援強化や一部損壊世帯への支援 

など、切実な声を引き続き市政へ届けてまいります。 

 12年前の初当選以来、小中学校

の普通教室へのエアコン設置につ

いて、繰り返し議会で取り上げて

きました（０７年９月議会、０８

年９月議会、１３年１２月議会、

１４年１２月議会など）。子どもた

ちのより良い教育環境整備にむ

け、引き続き頑張ります。 

  

全ての小中学校の普通教室にエアコンが設置 

 

学校施設へのエレベーター設置 

 
これまで、建て替えか大規模改

修時にしか、設置されなかった学

校施設のエレベーター。2014年の

一般質問で、大西市長から「必要

性があれば設置を検討する」との

答弁を引き出し、東町小で設置が

完了。泉ヶ

丘小でも設

置に向けた

準備が進め

られていま

す。 

最後の一人まであたたかい支援を 復興の取り組み 

 
やがて 3年目を迎える熊本地震からの復興。震

災直後は、避難所の食事の改善など国会議員団と

も連携し、内閣府の通達を出させるなど、被災者

支援に取り組んできました。 

仮設住宅への聞き取りなどをもとに、倉庫の設

置や災害公営住宅の戸数の増設などに取り組ん

できました。 

 ２０１９年元日より、市議団

３名と山本のぶひろ県議とと

もに、街頭での県政・市政報告

を行うなど、活動をスタートさ

せました。 


